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「
靖
国
神
社
み
た
ま
ま
つ
り
」
の 

永
代
献
灯
に
つ
い
て 
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「
靖
国
神
社
み
た
ま
ま
つ
り
」
の
献
灯
に
つ
い

て
は
、
５
年
前
、
将
来
構
想
が
提
示
さ
れ
た
際
、

冨
田
定
幸
兄
か
ら
提
案
が
あ
り
、
以
来
懸
案
事
項

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
の
総
会
に
お 

い
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
き
、
結
論
を
出
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
靖
国
神
社
は
現
在
、
受
付
を
停
止
し

て
お
り
、
今
後
に
つ
い
て
は
検
討
中
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
検
討
結
果
を
待
っ
て
対
応
す

る
こ
と
と
し
、
今
年
の
総
会
へ
の
提
案
は
見
合
わ

せ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
靖
国
神
社
が
「
永
代
献
灯
制
度
は
本

年
７
月
１
６
日
受
け
付
け
分
（
締
め
切
り
６
月
２

０
日
）
を
も
っ
て
終
了
す
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
の
で
、
急
遽
、
ご
承
知
の
ご
と
く

書
状
に
よ
り
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

６
月
１
０
日
ま
で
に
１
８
１
通
の
回
答
が
あ

り
、
賛
成
１
５
８
、
反
対
２
３
、
未
回
答
５
０
と

な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
永
代
献
灯
を
実
施
す
る

と
決
め
、
６
月
１
１
日
、
申
し
込
み
手
続
き
を
完

了
致
し
ま
し
た
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

慰
霊
顕
彰
参
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一
期
生
全
員
が
傘
寿
を
迎
え
て
、
有
志
で
靖
国
神
社
昇
殿
参
拝
及
び
市
ヶ
谷
自
衛
隊
殉
職
隊

員
慰
霊
碑
を
団
体
参
拝
し
た
。 

 

５
月
１
１
日
、
一
期
生
会
総
会
に
先
立
ち
靖
国
神
社
参
集
殿
に
集
合
、
陸
上
１
９
名
海
上
１
名

航
空
１
名
の
計
２
１
名
の
有
志
と
昭
和
四
十
一
年
一
月
に
飛
行
訓
練
事
故
で
殉
職
し
た
故
林
正

弘
一
空
尉
（当
時
）の
遺
族
（文
子
夫
人
）、
長
女
真
理
子
、
次
男
知
之
）３
人
の
計
２
４
名
が
昇
殿

参
拝
し
た
。
そ
の
後
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
市
ヶ
谷
に
移
動
し
て
殉
職
隊
員
慰
霊
碑
に
参
拝
。
遺
族
３
名

と
航
空
代
表
鈴
木
昭
雄
君
が
一
同
を
代
表
し
て
献
花
し
た
。 

 

後
日
、
朝
雲
新
聞
に
「一
期
生
靖
国
神
社
参
拝
」写
真
付
き
で
全
国
報
道
さ
れ
た
。
ま
た
長
女
の

西
村
真
理
子
様
よ
り
「父
正
弘
が
亡
く
な
り
五
十
年
、
母
と
し
て
も
区
切
り
を
付
け
よ
う
と
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
皆
様
に
宜
し
く
」と
の
礼
状
が
届
い
た
。 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 
平
成
２
７
年
度
総
会
等
の
概
略
報
告 

事
務
局
長 

去
る
５
月
１
１
日
１
２:

０
０
か
ら
、

恒
例
の
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い

て
８
８
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。 

開
会
後
、
逝
去
者
７
名
へ
の
黙
祷
、
出

欠
状
況
報
告
の
後
、
高
橋
会
長
の
挨
拶

が
実
施
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
為
さ
れ
、
山
場
で
あ

る
総
会
協
議
事
項
が
提
案
さ
れ
た
。
①

同
窓
会
費
の
会
長
立
替
払
い
に
対
す
る

期
生
の
対
応
（
別
項
で
報
告
す
る
） 

②

監
査
役
の
自
動
指
名 

③
終
活
の
一
案 

と
し
て
の
防
大
学
生
か
ら
の
論
文
募
集 

④
来
期
の
役
員
重
任
等
で
あ
る
。
次
い

で
、
靖
国
神
社
・
慰
霊
碑
参
拝
の
報
告

が
為
さ
れ
、
欠
席
会
員
の
近
況
報
告
が

あ
り
、
一
期
生
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

説
明
と
特
別
会
員
の
紹
介
、
特
に
熊
本

か
ら
参
加
さ
れ
た
故
林
正
弘
君
夫
人

（
令
嬢
、
令
息
同
伴
）
の
挨
拶
が
あ
り
、

総
会
を
終
了
し
た
。 

総
会
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇

親
会
は
、
高
橋
会
長
の
開
会
宣
言
、
遠

来
の
深
野
兄
の
乾
杯
で
開
始
さ
れ
た
。 

こ
の
時
、
偶
々
叙
勲
関
係
の
会
合
で

来
館
中
の
国
分
良
成
防
大
校
長
が
我
々

の
会
合
を
知
り
、
是
非
ご
挨
拶
を
と
の

事
で
、
突
然
の
登
場
と
云
う
ハ
ッ
プ
ニ

ン
グ
が
起
こ
っ
た
。 

そ
の
後
２
時
間
に
わ
た
る
懇
親
会

で
、
旧
交
を
温
め
、
常
川
兄
の
締
め
の

乾
杯
で
再

会
を
期
し

つ
つ
お
開

き
と
な
っ

た
。 

    

   

防
大
一
期
生 

殉
職
隊
員 

顕
彰
記
録 

の
作
成
の
提
案
（
Ｈ
２
７
・
６
・
９
） 

 
 
 

阿
部
順
治 

１
、
趣
旨 

防
大
卒
業
６
０
周
年
を
迎 

え
る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
と
一
つ
と 

し
て
同
期
４
名
の
殉
職
隊
員
の
栄
誉
を 

称
え
・
追
悼
の
資
と
し
て
顕
彰
記
録
集 

を
作
成
す
る
。 

２
、
作
成
者 

一
期
生
顕
彰
記
録
作
成 

委
員
会
（
会
長
１
期
生
会
会
長
） 

３
、
作
成
時
期 

完
成
時
期
Ｈ
２
９
・
３
・
９ 

 
 
 
 
 
 

中
間
報
告
Ｈ
２
８
・
５
・
１
１ 

４
、
構
成
（
案
） 

追
悼
の
言
葉 

歴
代
一
期
生
会
長 

顕
彰
記
録 

各
故
人
別
に
記
載 

会
員
メ
モ
リ
ア
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ 

５
、
製
本
、
部
数
、
配
付 

 
 

委
員
会
検
討 

（
参
考
案:

一
期
生
会
会
報
３
６
号
又

は
３
７
号
記
念
誌 

別
冊
と
す
る
） 

６
、
経
費 

 

委
員
会
検
討 

―
―
事
務
局
か
ら
の
回
答
―
― 

Ｈ
２
７
・
６
・
９
の
阿
部
兄
か
ら
会
長

あ
て
の
提
案
に
対
し
、
事
務
局
か
ら
、

来
年
の
総
会
で
、
会
員
に
紹
介
す
る
と

回
答
し
て
、
了
解
を
得
た
。 

入
校
式
へ
の
ご
案
内
（
Ｈ
Ｃ
Ｄ
２
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

会
報
３
５
号
で
で
も
お
知
ら
せ
し
た
が 

国
分
校
長
の
強
い
肝
い
り
で
、
入
校
式 

へ
の
Ｏ
Ｂ
招
待
が
具
現
化
し
つ
つ
あ
る
。 

学
校
側
は
、会
場
が
狭
隘
で
あ
る
の
で
、 

参
加
者
数
の
確
認
を
第
一
義
に
考
え
て

い
る
。 

こ
の
平
成
２
７
年
度
の
入
校
式
に

は
、
１
期
か
ら
４
期
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

５
人
程
度
が
招
待
さ
れ
、
参
観
し
て
き

た
。 １

期
生
会
と
し
て
は
、
年
末
か
年
明

け
早
々
に
、
臨
時
会
報
等
の
手
段
で
、

参
加
の
意
向
を
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。

参
加
を
希
望
す
る
向
き
は
、
宜
し
く
ご

連
絡
あ
り
た
い
。 

こ
れ
を
同
窓
会
に
報
告
し
て
、
出
席

希
望
者
に
は
、
改
め
て
学
校
側
か
ら
招

待
状
が
送
付
さ
れ
る
手
順
と
な
っ
て
い

る
。 と

に
か
く
学
校
側
は
、
席
を
確
保
し

よ
う
と
努
力
し
て
く
れ
て
い
る
わ
け
だ

か
ら
、
こ
れ
を
機
会
に
夫
人
の
介
助
を

受
け
な
が
ら
参
列
す
る
の
も
一
興
か
と

考
え
る
。 

「国分校長のご挨拶写真」 

（林知之さん(遺族)提供）         



代
議
員
会
の
結
果 

 

高
山
雅
司 

平
成
２
７
年
３
月
２
８
日 

防
大

同
窓
会
代
議
員
会
は
明
治
記
念
会
で
行

わ
れ
高
橋
会
長
、
大
東
、
高
山
の
３
名

が
出
席
し
た
。 

会
長
は
永
岩
（
空
１
５
）
か
ら
折
木

（
陸
１
６
）
に
交
代
し
た
。 

永
岩
会
長
か
ら
國
分
学
校
長
の
世

界
一
の
士
官
学
校
を
目
指
す
高
み
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
学
生
間
指
導
を
高
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
専
門
家
を
養
成
す
る
方

針
に
同
窓
会
と
し
て
様
々
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
。 

会
員
相
互
交
流
の
た
め
の
機
関
誌

「
小
原
台
便
り
」
は
来
年
か
ら
冊
子
と

し
て
は
発
行
さ
れ
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
の
閲
覧
に
な
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
充
実
を
図
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｉ

Ｄ
及
び
Ｐ
Ｗ
を
知
り
た
い
方
は
同
窓
会

本
部
に
問
い
合
わ
せ
ら
れ
た
い
。 

会
務
運
営
基
盤
の
充
実
を
図
る
。
同

窓
会
は
同
窓
会
名
簿
を
維
持
す
る
と
同

時
に
期
生
会
名
簿
の
作
成
を
支
援
す
る
。

将
来
１
期
生
会
名
簿
の
維
持
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
終
身
会
費
の
納

入
促
進
に
つ
い
て
、
延
滞
金
が
多
す
ぎ

る
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問

が
あ
り
、
同
窓
会
本
部
で
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
１
期
生
は
未

納
者
１
９
名
で
あ
っ
た
が
、
高
橋
会
長

が
自
費
で
一
括
支
払
い
、
１
期
生
は
総

員
完
納
と
な
っ
た
。
１
期
生
完
納
の
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。 

収
支
は
年
間
２
千
３
百
万
円
規
模

で
、
財
産
は
約
３
億
円
で
あ
る
。
永
岩

会
長
の
も
と
同
窓
会
の
活
動
は
活
発
で

よ
く
や
っ
た
と
の
印
象
を
受
け
た
。 

 

私
の
健
康
法 
 
 
 

宮
中
正
壽 

私
は
「
電
位
治
療
器

R
S

-1
4
0

0
0

」

で
、
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
午
前
中
１
時

間
、午
後
１
時
間
治
療
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
効
果
は
、
①
飛
蚊
症
が
治
癒 

②

耳
鳴
り
が
な
く
な
っ
た
こ
と 
③
基
礎

体
温
が
３
５
．
０
度
か
ら
３
６
．
０
度

に
上
昇
し
免
疫
力
が
向
上 

➃
不
眠
症

か
ら
解
放
さ
れ
睡
眠
薬
が
不
要
に
な
っ

た
こ
と 

⑤
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
（
二

～
三
百
メ
ー 

ト
ル
歩
く
と
足
が
痺
れ

て
痛
く
な
る
が
腰
か
け
て
１
～
２
分
休

む 

と
痛
み
が
無
く
な
る
）で
苦
し
ん
で

い
ま
し
た
が
、
約
１
㎞
程
度
休
み
な
し

で
散
歩
が
可
能 

⑥
腰
痛
が
治
癒
な
ど
、

今
の
と
こ
ろ
か
な
り
の
効
果
を
上
げ
て 

お
り
ま
す
。 

「
電
位 

治
療
器

R
S

-1
4
0

0
0

」
は
、

2
7
0
0
V

P

～1
4

0
0
0
V

P

の
電
子
を
通
電

シ
ー
ト
を
通
し
て
全
身
に
送
り
治
療
す

る
そ
う
で
す
。 

私
は
宣
伝
会
場
に
約
３
ヶ
月
通
い
、

合
計
百
時
間
無
料
の
治
療
を
受
け
効
果

を
確
認
し
、
特
に
脳
梗
塞
の
方
が
２
０

時
間
の 

治
療
で
左
手
が
動
く
よ
う
に

な
っ
た
、リ
ュ
ウ
マ
チ
が
良
く
な
っ
た
、

白
内
障
が
治
癒
し
た
、
花
粉
症
が
治
っ

た
、
慢
性
便
秘
が
な
く
な
っ
た
な
ど
の

多
く
の 

実
例
を
目
撃
し
、購
入
を
決
意

し
ま
し
た
。厚
生
労
働
省
か
ら「
頭
痛
、

肩
こ
り
、
不
眠
症
及
び
慢
性
便
秘
」
に

効
果
あ
り
と
認
定
さ
れ
た
家
庭
用
医
療

器 

で
、２
年
前
か
ら
販
売
し
血
液
の
汚

れ
を
と
り
血
流
を
よ
く
す
る
画
期
的
な

医
療
器
の
よ
う
で
す
。
あ
と
何
年
生
き

ら
れ
る
か
分
り
ま
せ
ん
が
、
享
年
年
齢

と 

健
康
年
齢
が
一
致
す
る
ピ
ン
ピ
ン

コ
ロ
リ
が
最
大
の
願
望
で
、
子
供
達
に

迷
惑
を
か
け
ず
に
往
生
で
き
れ
ば
８
４

万
円
は
安
い
出
費
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
に
参
加
し
て 

高
比
康
之 

６
月
１
１
日
１
期
生
会
の
パ
ソ
コ

ン
勉
強
会
に
参
加
し
ま
し
た
。場
所
は
、

同
窓
会
本
部
、
先
生(

世
話
人)

は
、
山

本
兄
で
、
生
徒
は
、
宮
本
兄
と
私
の
計

３
人
で
し
た
。 

私
は
、
パ
ソ
コ
ン
歴
は
長
い
の
で
す

が
、
そ
の
技
量
は
、
我
流
、
そ
の
場
し

の
ぎ
の
う
え
知
っ
た
か
ぶ
り
の
お
粗
末

な
も
の
で
、
何
と
か
し
た
い
と
、
思
い

続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
先
生
が
山

本
君
と
知
り
、
技
量
は
折
り
紙
つ
き
だ

し
、
彼
の
前
な
ら
恥
を
さ
ら
し
て
も
今

さ
ら
の
こ
と
、飛
び
つ
い
た
わ
け
で
す
。

期
待
に
た
が
わ
ず
私
に
と
っ
て
、
有
益

な
時
間
で
し
た
。
１
１
０
０
～
１
５
０

０
の
予
定
を
、
終
了
１
６
４
５
ま
で
先

生
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。
今
後
勉
強
会

は
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
山
本
先

生
を
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
は
、面
倒
が
ら
ず
に
教
え
て
く
れ
る
。

電
話
や
メ
ー
ル
で
、
彼
に
教
え
て
も
ら

お
う
！
！ 

（
当
日
、
日
程
が
合
わ
ず
不
参

加
の
方
も
有
。
他
に
希
望
者
あ
れ
ば
再
実
施
し

ま
す
。
希
望
者
は
連
絡
し
て
下
さ
い 

山
本
） 



同
窓
会
費
の
会
長
立
替
払
い
に
対
す
る 

期
生
会
の
対
応
に
つ
い
て 

 事
務
局
長 

我
が
一
期
生
の
防
大
同
窓
会
費
未

納
入
者
は
同
窓
会
誌
「
小
原
台
」
に
よ

れ
ば
十
九
名
と
な
っ
て
い
た
。 

未
納
の
場
合
、
同
窓
会
費
一
万
二
百

円
に
加
え
、
延
滞
金
五
万
七
千
円
が
加

算
さ
れ
、
六
万
七
千
二
百
円
と
な
り
、

十
九
名
分
は
、
百
二
十
七
万
六
千
八
百

円
と
な
る
。 

延
滞
金
の
多
寡
に
つ
い
て
は
、
議
論

の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
同
窓
会
本
部
で
の

検
討
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
結
論
が

早
急
に
出
る
と
は
思
え
な
い
。 

高
橋
会
長
は
、
一
期
生
と
し
て
会
費

未
納
が
あ
る
こ
と
は
、
問
題
だ
と
し
、

会
長
と
し
て
座
視
で
き
な
い
と
し
て
、

私
費
で
全
額
を
納
入
さ
れ
た
。 

こ
の
処
置
に
対
し
て
、
各
人
か
ら
、

高
橋
会
長
に
、
是
非
論
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
今
回
、
事
務
局
長
と
し
て
、

こ
と
の
是
非
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、

彼
個
人
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
の
是
非

と
一
期
生
と
し
て
の
対
応
を
総
会
に
諮

っ
た
次
第
で
あ
る
。 

役
員
会
で
検
討
し
た
案
は
、
①
彼
個

人
の
行
為
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
。
②
一
期
生
会
と
し
て
未
納
入
者
に

納
入
す
る
よ
う
勧
告
す
る
。
③
高
橋
会

長
に
期
生
会
か
ら
支
払
、
債
権
は
会
が

受
け
継
ぐ
。（
募
金
の
案
も
あ
る
が
実
行

に
難
が
あ
る
と
し
て
取
り
下
げ
。） 

総
会
で
の
説
明
に
、
中
島
兄
か
ら
役

員
一
任
の
発
言
を
頂
き
、
更
に
木
原
兄

が
中
央
部
に
ひ
ょ
っ
こ
り
と
立
進
み
、

し
っ
か
り
考
え
よ
う
と
檄
を
飛
ば
さ
れ

た
の
で
、
協
議
に
熱
が
入
っ
た
。 

役
員
会
と
し
て
の
提
案
は
、
③
で
、

高
橋
会
長
一
人
に
負
担
さ
せ
る
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
期
生
会
積
立
か
ら
支
出

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
説
明
し
、
こ
れ
に

反
対
無
く
、
か
つ
１
０
０
名
の
欠
席
者

か
ら
の
委
任
も
頂
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、 

協
議
は
成
立
し
た
も
の
と
し
て
、
高
橋 

会
長
へ
の
支
払
い
、
未
納
者
へ
の
勧
告 

を
行
う
予
定
で
あ
る
。
唯
、
未
納
者
１

９
名
中
、
住
所
が
判
っ
て
い
る
も
の
は

６
名
、
居
所
不
明
６
名
、
死
亡
５
名
、

国
外
居
住
２
名
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
国
内
住
所
判
明
者
６
名
へ
の
勧
告

で
全
員
納
付
と
仮
定
し
て
も
、
３
０
％

の
回
収
率
と
し
か
な
ら
な
い
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。 

 

終
活
と
会
の
財
政 

 

事
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終
活
に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん
だ
。

我
々
の
常
と
し
て
あ
ま
り
お
金
の
こ
と

に
気
を
配
る
向
き
は
少
な
い
様
だ
が
、

ち
ょ
っ
と
財
務
状
況
を
見
て
頂
き
た
い
。 

年
度
末
保
有
金
額 

1
1

,5
3
3

,1
5
5

円 

靖
国
永
久
献
灯 

  
2

,0
0
0

,0
0
0

円 

同
窓
会
費
立
替
分 

 
1

,2
7
6

,8
0
0

円 

残
額 

 
 
 
 

  
8

,2
5
6

,3
5
5

円 
 

と
な
る
。 

同
期
生
死
去
時
の
手
続
き
が
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、供
花
１
５
０
０
０
円
、

香
典
２
０
０
０
０
円
、
弔
電
は
台
紙
５

０
０
円
程
度
と
あ
り
電
報
代
込
み
で
、

見
込
額
１
１
６
０
円
と
な
り
計
３
６
１

６
０
円
と
な
る
。
こ
れ
に
現
存
者
数
２

３
１
を
乗
ず
る
と
、8

,3
5

2
,9

6
0

円
と

な
る
。 

保
有
金
額
と
将
来
支
出
金
額
の
差

は
、9

6
,6

0
5

円
の
赤
字
と
な
る
。 

対
応
策
と
し
て
、
会
費
増
、
香
典
減

額
等
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
来
年
の
総
会

で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。 

来
年
の
総
会
案
内 

２
８
年
５
月
１
１
日
水1

2
0

0
~

1
5

0
0
 

市
ヶ
谷
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル 

仮
押
さ
え
を
し
て
あ
り
ま
す
。 

原
稿
募
集 

 

 

来
年
３
月
発
行
予
定
の
３
６
号
へ
の
、 

寄
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。締
め
切
り
は
、 

来
２
８
年
の
１
月
末
と
予
定
す
る
。 

編
集
後
記 

今
回
も
、
会
員
諸
兄
に
お
知
ら
せ
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
。 

総
会
の
状
況
、
靖
国
永
久
献
灯
、
同
窓 

会
費
の
立
替
支
払
、
終
活
へ
の
提
言
等 

々
で
あ
る
。 

最
近
，
知
人
の
転
倒
頭
部
強
打
死
亡
、 

裏
庭
を
流
れ
る
川
に
滑
落
水
死
等
の
悲 

報
を
聞
く
。
足
元
に
ご
注
意
の
上
ご
自

愛
の
ほ
ど
を
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

事
務
局
長 

 

平成 2７年度役員名簿 

会長      高橋 恒清 

事務局長 二宮 隆弘 

陸担当  大東 信祐 

海担当  高山 雅司 

空担当  田中 憲明 

総務担当 堀内 強定 

総務 IT補佐 山本 晃三 

IT担当 菰田康雄,伊藤巌 


